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系統研究部門

江原昭善 ･野上裕生 ･相見 蒲 ･瀬戸口烈司

研究概要

1)東海地方から出土する人骨の研究

江原昭善 ･木下 実1)

東海地方の発掘調査地から出土した人骨および

獣骨,とくに頭骨を復原し,比較検討をおこなっ

た｡

2)霊長類の歯の組織学的研究

野上裕生 ･相見 満

歯のエナメル質にみとめられる成長の周期を吟

味し,従来の5-7日周期の不合理性を指摘した｡

3)インドネシアにおける第四紀霊長煩の研究

相見 満

インドネシアの現生および化石霊長類の系統 ･

進化 ･分類について,詳細な研究をおこなった｡

4)南アメリカにおける第三紀霊長類の研究

瀬戸口烈司･高井正成2)･野上裕生

コロンビア国を中心に,中新世の地層の発掘調

査がおこなわれ,保存良好な歯が多良に発見され,

その系統的記載がなされている｡

5)南アメリカにおけるティティ属の形態学的

研究

小林秀司2)･野上裕生

ティティ属の歯の形態に着目し,属内種問変異

とその進化的傾向を解析した｡

論 文

1)近藤声太郎 ･瀬戸口烈司 ･茂原信生 ･永井旗
(1990):コロンブスモンキーにおける歯列弓

の形態学的研究.歯科基礎医学会雑誌,32:
337-350.

2)Rosenberger,A.L.,Setoguchi,T.and

Shigehara,N.(1990):Thefossilrecordor

callitrichineprlmateS.In:ThePlatyrrhine

FossilRecord(eds.byFleagle,J.G.and

Rosenberger,A.L.),pp.209-236,Academic

Press,London.

報告 ･その他

1)相見 満(1990):披入江207且塚の動物たち./
郷土誌老津 (豊橋市立老津小学校郷土誌老枠

編集委員全編),p.84.
2)相見 満 (1990):学名の話 (1)ヒト.モン

キー,231:12-13.

3)相見 満 (1990):学名の話 (2)アイアイ.

モンキー,232:13-14.

4)相見 満 (1990):_学名の話 (3)ムーアモン

キー.モンキー,233:12-13.

5)相見 満 (1990):学名の話 (4)曲舟亜目.

1) 文部技官 2) 大学院生
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モンキー.234:10.

6)相見 満 (1990):学名の話(5)先取椛につい

て.モンキー.235:8-10.

7)相見 満.(1991) :なぜサルは北アメリカに

いないのか.ワイドV:生物の分布 (小野gi

- ･大FJ康行監修),pp.18-19,学研.

8)相見 満 (1991):樹冠にくらすサルは地上

にはおりないのか.ワイドⅤ:生物の分布

(小野g3- ･大島康行監修),pp.70-71,学研.
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tol.Soc.,Abstracts,p.22.
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butuionorSumatranleafmonkeys.XIIIth

Congr.Int.Primatol.Soc.,Abstracts,

p.140.

6)Hartwig.W.C.,Setoguchi,T.andRosenberger,

A.L.(1990):Theemergenceormodern

platyrrhinegenera.XIIIth Congr.Int.

Primatol.Soc.,Abstracts,p.35.

7)Setoguchi,T.,Takai,M.andShigehara,

N.(1990):AFewMioceneprimatesfrom

Colombia,SouthAmericaanditsimplica･

tionforthephylogenyorplatyrrhines.

XIIIthCongr.Tnt.Primatol.Soc..p.36.

8)Takai,M.andSetoguchi,T.(1990)Onthe

NeosaiTniri-Saimirlcomplex;thestatus

andthevalidityofthegenusNeosaimiT･i.

XHIthCongr.Int.Primatol.Soc.,Ab-

stracts,p.36.
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interspeciric relationship or the genus
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XIIIthCongr.Int.Primatol.Soc.,Ab-

stracts,p.83.

ニホンザル野外観察施設

加納隆至 (施設長 ･雅)･束 滋 ･

渡退邦夫 ･足沢貞成1)

本施設の迅雷は上記3教官のほか.印rE]一雄 ･

鈴木 晃によって進められた｡平成2年皮の各ス

テーションの状況は次の通りである｡

1.華氏紋茶所

幸島の群れは昭和23年以来の苅糾されたYf料を

もとに,野外槻察施設の中では独白の位皿を占め

ている｡ところが近年,宮崎日南抑iiがリゾート

法の地域指定を受けたことを契桟に,車馬近辺で

もいろいろな観光開発の動きが出てきている｡特

に昨年の冬頃から,一部の渡船光者が車馬のサル

に餌を与え,ひどいときには海中に餌を撒いて,

サルに水泳をさせるということをするようになっ

た｡各方面からの協力を得て,夏には何とかやめ

させることができたが,幸島対岸に舟溜りができ

たこともあって,観光客の数ははるかに多くなっ

ている｡関係各官庁とも連絡をとり,今後の対策

を検討中である｡また串間市内の一部有志を中心

に,宮崎県と串間市の協力を仰いで,幸島自然保

護センターをつくろうという動きも出てきてい

る｡今後,注意深い対応が必要になろう｡

今年 (平成2年)も春から夏にかけて,島が堆

積した砂によって地続きになり,サル番を出す日

が多かった｡秋に台風がきてこの状態は解消され

たが,柑溜りをつくったために車馬との問の突堤

が以前より㍍くなっており,完全には経机した砂

を流しきれないようである｡従って日中に潮の低

くなってきた平成3年3月の時点では,すでにか

なり水深の践いところができており,平成3年度

にもやはりサル番が必要となろう.平成元年3月

の時点での缶内の個休数はマキグループ13頭を含

1)教務補佐員
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